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はじめに

わが国 の 胃癌死亡率は,昭 和30年代 を頂点として漸

次減少が指摘されているがめ
,年 齢別にみると若千者層

では全般的な漸減 の趨勢とは逆に増加傾向を示してい

るり,

者年者胃癌の胃癌全体に占める頻度は3～ 5%で 高率

ではないが,一 般に高い家族内癌発生率を示す傾向があ

るとされている°つ。

Lynchち 助は,種 々の器官の癌が多発した家系を見出

し,そ の痛に擢 りやすい性質が Mendelの 優性遺伝の様

式をとる ``Cancer family syndIome"な
る一独立疾患単

位を確立したが,若 年者痛はその症候群の重要な一特徴

とされているのである。かような事実から,若 年者癌を

みたときには家族内癌発生についての調査が必要と考え

られる。

私どもは最近兄弟に発生した者年者胃癌を経験し, こ

れを発端として胃癌の多発一家系を調査し得たので, こ

れらの症例報告と,そ の家族内の胃癌発生状況について

記載し,文 献的考察を加えた.

症例 1.17歳 男,調 理師見習

既往歴 :片側唇裂形成術 (生後40日)

現病歴 :昭和49年2月初玖  1年 前から毎月 1回程の

頻度で上腹痛を生じ,そ の都度2～ 3日仕事を止め休養

して来た,こ の上腹痛は約 1カ月前から強度を増して持

続性となり, とくに空腹時に著しく,曜 気を伴 うに至っ

た。体重は6カ月間に7kg減 少した。

現症 :体格中等 (身長 160cm,体 重 48.5ko,栄 養状

態は可,眼 険結膜に食血を認めた。上口唇に唇裂形成術

の線状殻痕を認めた。

腹部所見では上腹部に軽度の圧痛,抵 抗があったが,

腫瘤は触知し得なかった。その他の身体各部には異常所

見はなかった。

検査成績 :血液検査で赤血球375万,血 色素 11・lgの

貧血 を認めた以外には, 肝機能, 腎 機能 胸 部X線 写

真,心 電図などに異常を認めなかった。

胃X線 検査所見 :写真 1(背 臥位二重造影)の 如 く,

胃体下部大弯側に底辺の幅が広い扁平な隆起性病変があ

り,そ の中央部には大きな深い潰瘍形成像を認めた。
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若年者胃癌は一般に発見がお くれ切除率が低 く予後不

良との報告
り1°がある。 一 方切除率, 根治手術率に差が

なく,遠 隔成績もあまり悪 くないとの報告
ゆ11)も

ある。

私 どもの 2症 例は切除は可能であったが,進 行癌のため

予後は不良であった。

本症例の家系の如き胃癌多発家系では,若 年者癌の発

生を考慮に入れて,若 年期から定期的な検査を施行 し,

早期診断,治 療を行 うことが肝要である。

ま と め

17歳および23歳の兄弟に発生 した胃癌を経験 した。 2

症例ともに進行癌であったが切除可能であった。病巣は

いずれも胃体部にあ り,肉 眼型は B。コmann Ⅲ 型,組 織

学的には未分化癌が大部分を占めてお り,若 年者胃癌の

特徴をもっていた。

これら症例の家系を調査 したところ,第
一世代および

直系の子孫を合わせて18名中 8名 (44%)に 胃癌が発症

していることが判明した。調査 した限 りでは, この症例

の家系では胃癌 のみで 他癌の発生 は確認されなかった

が,Lynchの 提唱 した癌家系症候群 との関連性について

考察を加えた.

終わ りに,病 理組織診断にご協力載いた愛知医科大学

Ⅲ央検査部林活次教授に感謝する.
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年後に再発し38歳で死亡した。曽祖母は62歳で胃癌で死

亡している。

第一世代および直系の子孫を合わせて18名中胃癌患者

8名 (44.4%)と 高率に発生しており,調 査時にまだ幼

少年齢の者もあり,今 後さらに高率となる可能性も秘め

ている.

知 り得た範囲での血液型は図に示したとおりでO型 な

いしA型 である。

考  察

waihin3)は発癌部位のいかんを問わず,癌 の多発す

る家系を Cancer familyと呼んだが, この家系はそれに

相当するものである。また,LynchDは 同一家系の中で

種々の器官に癌を発生し, しかも同一個人にしばしば重

複癌が多発する傾向があり,か つその痛に擢 りやすい性

質が Mendelの 優性遺伝をする家系 を記載し癌家系症

候群 Cancer family syndrOmeなる概念を提唱し, その

後さらに同様な家系の追跡を検討して,こ の症候群を一

独立疾患単位として確立するに至った。 こ の症候群の特

徴として大腸癌および子宮内膜癌の頻度が高い。私ども

の症例の家系はすべて胃癌を生じており臓器特性の点で

は合致 していない。また第二の特徴としての重複癌を生

じた事実もなかった。さらに第三の特徴として若年者に

おける癌の発生があげられているが,本 症例の家系では

痛発生年齢の若年者傾向が明瞭となっている。本家系で

は,CanCer family syndrOmeとは合致 していないが,常

染色体優性遺伝形式に属する発症を示している。遺伝様

式を確かめるには,さ らに長年月にわたっての追跡調査

が必要であろう。この家系のように胃癌の多発した家系

の報告
つはみられるが兄弟に発生した若年者胃痛の報告

は見当らない。

栗田りは,複 数痛家族歴のある若年者胃癌患者は,す

べて血液型がA型 であったと述べている。私どもの2症

例はいずれもO型 で, この報告の事実とは合致しない。

血液型遺伝形式と若年者癌の関連を確立するには,統 計

的に有意な症例数を集積して検討する必要がある。

若年者目癌の占居部位は胃底腺の存在する体部に多く

発生しやすいとされている°。その肉眼型 および組織型

についてみると, 早期癌ではlCあ るいはIC+I,進

行癌では BOrmann Ⅱ ぁるいはIV型で,未 分化型 の硬

癌,粘 液細胞痛が高頻度にみられる°.私 どもの2症例

はともに若年者胃癌の特徴をもっており,組 織型は極め

て類似し,そ の進展様式も粘膜下層を平面的に進展する

傾向が認められた。




